
第
１
師
団
は
５
月

24
日

か
ら
６
月
２
日
ま
で
の
間
、

８
夜
９
日
の
連
続
状
況
下
で
、

北
富
士
演
習
場
か
ら
東
富
士

演
習
場
の
全
域
を
使
用
し
て
、

第
１
普
通
科
連
隊
、
第
１
戦

車
大
隊
、
第
１
施
設
大
隊
及

び
第
１
偵
察
隊
の
訓
練
検
閲

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は
徒
歩
行
進

に
引
き
続
き
陣
地
防
御
を
検

閲
課
目
と
し
て
行
い
、
１
普

連
は
、
師
団
の
先
遣
戦
闘
団

と
し
て
、
１
戦
大
は
師
団
の

先
遣
戦
闘
団
に
配
属
さ
れ
た

戦
車
大
隊
と
し
て
、
１
施
大

は
師
団
の
施
設
大
隊
と
し
て
、

１
偵
は
師
団
の
偵
察
隊
と
し

て
の
行
動
を
主
要
検
閲
項
目

と
し
、
師
団
主
力
の
決
戦
に

寄
与
す
る
た
め
の
作
戦
を
焦

点
と
し
て
各
種
行
動
を
検
し

た
。訓

練
検
閲
実
施
に
あ
た
り

統
裁
官
（
師
団
長
）
は
「
総

合
戦
闘
力
最
大
限
発
揮
の
た

め
脳
漿
を
絞
り
、
そ
し
て
実

行
せ
よ
」
を
要
望
し
た
。

（１）第１９号 頭 号 師 団

師
団
は
５
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
、
令
和
３
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
（
03
Ｊ
Ｘ
Ｒ
）

に
参
加
し
た
。

本
訓
練
で
は
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
師
団
の
指
揮
・
幕
僚
活
動
及
び
関
係
機
関
と

の
連
携
に
つ
い
て
演
練
し
、
災
害
対
処
能
力
の
維
持
・
向
上
を
図
っ
た
。

師
団
司
令
部
は
発
災
後
、
直
ち
に
Ｌ
Ｏ
（
連
絡
幹
部
）
を
総
監
部
へ
派
遣
し
て
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
東
京
都
庁
に
現
地
調

整
所
要
員
を
派
遣
し
て
調
整
所

を
開
設
し
、
自
衛
隊
と
行
政
機

関
等
と
の
連
絡
調
整
態
勢
を
確

立
し
た
。

ま
た
、
司
令
部
作
戦
室
で
は
、

全
国
か
ら
首
都
圏
に
集
中
す
る

各
師
・
旅
団
に
対
す
る
情
報
提

供
や
引
き
継
ぎ
、
刻
一
刻
と
変

化
す
る
被
災
状
況
に
応
じ
た
部

隊
運
用
等
、
本
訓
練
を
通
じ
て

首
都
直
下
地
震
対
処
計
画
の
実

効
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

北・東富士全域を使用した訓練検閲

発行元
第１師団司令部
総務課広報班

第１師団
ホームページ
QRコード

４

個

部

隊

の

教

育

訓

練

の

成

果

を

評

価
首都直下地震を想定

１施大が構築した指揮所用軽掩蓋掩豪で

執務をする師団長

防災関係機関と連携強化

第１偵察隊長 中冨２佐

第１普通科連隊長 小倉１佐

統裁官の訓示を受ける受閲部隊

東京都職員（下）と調整する

現地調整所要員

掩蓋掩豪化された師団指揮所

関
連
＝
②
③
④
面

第１施設大隊長 入江２佐

第１戦車大隊長 德永２佐受閲部隊の隊員

勝鬨をあげる隊員



第
１
普
通
科
連
隊
は
５
月

24
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

の
間
、
東
・
北
富
士
演
習
場

で
実
施
さ
れ
た
第
１
次
師
団

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。
連

隊
は
約

40
キ
ロ
の
徒
歩
行

進
に
引
き
続
き
、
北
富
士
演

習
場
高
丸
尾
地
区
か
ら
東
富

士
演
習
場

23
号
測
点
～

畑
岡
地
区
に
わ
た
る
間
を

前
方
地
域
と
し
、
大
野
地

区
を
主
戦
闘
地
域
と
し
て

約
４
日
間
の
防
御
準
備
を

実
施
し
た
。

じ
後
、
前
方
地
域
の
戦

闘
に
お
い
て
１
戦
大
に
配

属
さ
れ
た
第
１
中
隊
が
、

偵
察
警
戒
部
隊
と
し
て
敵

の
攻
撃
前
進
を
遅
滞
し
た
。

第
２
中
隊
、
第
３
中
隊
及

び
第
４
中
隊
は
、
第
一
線

主
戦
闘
地
域
に
お
い
て
、

第
５
中
隊
は
第
二
線
主
戦

闘
地
域
に
お
い
て
防
御
戦

闘
を
実
施
し
、
前
方
地
域

か
ら
後
退
し
た
第
１
中
隊

は
、
後
方
地
域
に
お
い
て

防
御
戦
闘
を
行
い
、
敵
機

械
化
部
隊
の
攻
撃
を
６
月

１
日
昼
ま
で
阻
止
し
て
状

況
を
終
了
し
た
。

第

32
普
通

科
連
隊
は
５

月

25
日
か

ら

27
日
の

間
、
立
川
駐

屯
地
及
び
富

士
地
区
に
お

い
て
、
情
報

小
隊
及
び
狙

撃
班
（
各
中
隊
か
ら
編
成
）

の
航
空
科
部
隊
と
の
協
同
作

戦
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
東
部
方
面

航
空
隊
及
び
第
１
飛
行
隊
が

実
施
し
た
令
和
３
年
度
第
１

回
航
空
科
合
同
訓
練
に
参
加

し
た
。

32
普
連
は
本
訓
練
に
お

い
て
、
Ｕ
Ｈ
‐
１
か
ら
の
リ

ぺ
リ
ン
グ
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

搭
載
・
卸
下
及
び
ド
ア
ガ
ン

射
撃
を
演
練
し
て
今
後
の
連

携
要
領
の
資
を
得
た
。

第

34
普
通
科
連
隊
重
迫

撃
砲
中
隊
は
５
月

22
日
、

東
富
士
演
習
場
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
令
和
３
年
度

富
士
総
合
火
力
演
習
に
参

加
し
た
。

本
演
習
で
は
、
昼
間
及

び
夜
間
演
習
に
お
け
る
射

撃
展
示
を
行
い
、
厳
正
な

統
制
及
び
綿
密
な
時
間
計

画
の
中
で
、
射
撃
を
実
施

し
た
。
中
隊
は

22
日
の
本

番
ま
で
の
間
、
約
３
週
間

に
わ
た
っ
て
機
能
別
訓
練
、

統
制
訓
練
及
び
予
行
を
経

て
万
全
の
態
勢
で
臨
み
、

当
日
は
練
成
の
成
果
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
て
任
務
を

完
遂
し
た
。

今
年
度
も
昨
年
同
様
ラ

イ
ブ
配
信
か
つ
無
観
客
の

中
で
行
わ
れ
た
が
、
中
隊

は
本
演
習
の
整
斉
円
滑
な

実
施
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
射
撃
練
度
の
更
な
る

向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。

第
１
後
方

支
援
連
隊
は

５
月

23
日

か
ら
６
月
２

日
ま
で
の
間
、

第
１
次
師
団

訓
練
検
閲
の

場
を
活
用
し
、

第
２
整
備
大

隊
戦
車
直
接

支
援
隊
及
び

偵
察
直
接
支

援
小
隊
に
対

し
訓
練
検
閲

を
実
施
し
、

野

整

備

直

接

支

援

部

隊

の

行

動

を

評

価

し

て

教

育

訓

練

の

進

歩

・

向

上

を

図

っ

た
。ま

た

併

せ

て

、

第

１

普

通

科

直

接

支

援

中

隊

を

第

１

普

通

科

連

隊

に

同

行

さ

せ

、

練

度

向

上
を
図
っ
た
。

第
１
特
科
隊
は
、
５
月

25
日
か
ら
６
月
１
日
ま
の

間
、
東
富
士
演
習
場
に
お
い

て
、
第
１
次
師
団

訓
練
検
閲
の
場
を

活
用
し
、
第
１
中

隊
に
対
し
て
訓
練

検
閲
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
検
閲
は

陣
地
防
御
に
お
け

る
第
１
戦
闘
団
に

配
属
さ
れ
た
特
科

中
隊
の
行
動
を
検

閲
課
目
と
し
、
中

隊
の
訓
練
成
果
を

評
価
し
、
教
育
訓
練
の
進
歩
・

向
上
を
図
っ
た
。

頭 号 師 団 （２）第１９号

第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲

第
１
普
通
科
連
隊前方地域（北富士）で戦闘する１中 徒歩行進する隊員

第１中隊訓練検閲を実施

第１後方支援連隊

第一線主戦闘地域で防御する３中

令和３年度富士総合火力演習に参加
第34普通科連隊

連隊ＯＰで状況を確認する連隊本部

１戦大に同行する７８式戦車回収車

１２０迫撃砲の射撃

第１特科隊

オートバイの搭載要領を演練

弾薬を装填する隊員

第１次訓練検閲を実施

車両を直接警戒する

偵察直接支援小隊

射撃を実施する隊員

ＨＭＧにより対空戦闘する隊員

第
１
回
航
空
科
合
同
訓
練
に
参
加

第
32
普
通
科
連
隊

ヘリからのリぺリングを演練 ヘリからのドアガン射撃



第

１

戦

車

大

隊

は

５

月

24
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

の
間
、
東
・
北
富
士
演
習
場

で
実
施
さ
れ
た
第
１
次
師
団

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

大
隊
は
約

30
キ
ロ
の
徒

歩
行
進
に
引
き
続
き
、
戦
闘

団
の
偵
察
警
戒
部
隊
と
し
て

北
富
士
か
ら
竜
ヶ
馬
場
を
越

え
、
東
富
士
に
わ
た
る
前
方

地
域
に
お
い
て
遅
滞
戦
闘
を

実
施
し
た
。
戦
闘
間
、
中
ノ

茶
屋
付
近
に
お
い
て
敵
の
ヘ

リ
ボ
ン
攻
撃
を
う
け
る
も
、

敵
戦
車

14
両
に
損
耗
を
与

え
た
。

ま
た
、
第
一
線
陣
地
に
対
す

る
逆
襲
に
よ
り
、
主
戦
闘
地

域
の
戦
闘
に
大
き
く
寄
与
し
、

今
年
度
末
に
予
定
す
る
改
編

前
最
後
の
検
閲
に
お
い
て
、

見
事
に
そ
の
任
務
を
完
遂
し

た
。

第
１
通
信
大
隊
は
、
５
月

24
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

の
間
、
東
・
北
富
士
演
習
場

で
実
施
さ
れ
た
第
１
次
師
団

訓
練
検
閲
の
場
に
お
い
て
、

第
２
回
大
隊
訓
練
を
実
施
し

た
。大

隊
は
、
統
裁
通
信
隊
と

し
て
統
裁
の
た
め
の
通
信
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
演
習

第
１
通
信
大
隊
と
し
て
第
１

戦
闘
団
へ
の
同
行
通
信
班
を

派
遣
す
る
等
、
師
団
と
第
１

戦
闘
団
等
と
の
シ
ス
テ
ム
通

信
を
確
保
し
た
。

ま
た
、
北
富
士
演
習
場
に

お
い
て
、
通
信
所
開
設
の
た

め
の
偵
察
・
進
入
、
通
信
所

開
設
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ

ラ
に
よ
る
警
戒
・
自
衛
戦
闘

の
検
証
等
を
実
施
し
、
所
望

の
成
果
を
得
て
本
訓
練
を
終

了
し
た
。

第

１

施

設

大

隊

は

５

月

24
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で

の
間
、
東
・
北
富
士
演
習
場

で
実
施
さ
れ
た
第
１
次
師
団

訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

大
隊
は
約

30
キ
ロ
の
徒

歩
行
進
に
引
き
続
き
、
戦
闘

団
の
前
方
地
域
で
の
偵
察
警

戒
部
隊
の
後
退
に
合
わ
せ
て
、

逐
次
地
雷
原
を
閉
塞
し
て
敵

を
遅
滞
す
る
と
と
も
に
、
対

へ
リ
ボ
ン
・
対
戦
車
障
害
を

設
置
し
敵
の
侵
攻
を
阻
止
し

た
。ま

た
、
破
壊
さ
れ
た
道
路

の
迂
回
処
置
と
し
て
、

07

式
機
動
支
援
橋
を
架
設
し
て

部
隊
の
行
動
を
容
易
に
し
た
。

そ
の
他
、
師
団
指
揮
所
及
び

戦
闘
団
指
揮
所
の
掩
蓋
掩
豪

を
構
築
し
、
師
団
の
作
戦
に

寄
与
し
て
任
務
を
完
遂
し
た
。

第
１
高
射
特
科
大
隊
は
５

月

24
日
か
ら

27
日
ま
で

の
間
、
百
里
基
地
及
び
駒
門

駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
２
高

射
特
科
群
が
担
任
す
る
方
面

対
空
情
報
戦
闘
訓
練
に
参
加

し
た
。

本
訓
練
で
は
各
高
射
火
器

と
対
空
レ
ー
ダ
ー
を
空
自
百

里
基
地
に
展
開
し
、
敵
機
に

見
立
て
た
空
自
Ｆ
ー
２
が
地

上
攻
撃
で
飛
来
す
る
状
況
の

中
、
関
係
高
射
特
科
部
隊
と

の
協
同
に
よ
る
組
織
的
な
対

空
情
報
活
動
に
つ
い
て
演
練

し
た
。

ま
た
、
師
団
対
空
警
告
・

警
報
の
送
受
信
に
併
せ
た
師

団
隷
下
各
部
隊
に
よ
る
対
空

目
標
情
報
の
獲
得
要
領
に
つ

い
て
演
練
し
、
師
団
の
対
空

作
戦
能
力
の
向
上
に
寄
与
し

た
。

（３）第１９号 頭 号 師 団

第
１
戦
車
大
隊

陣内戦闘する１中

北富士より後退する２中

第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲

第
１
高
射
特
科
大
隊

有線構成する隊員

第１通信大隊

第２回大隊訓練を実施

第
１
施
設
大
隊

第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲

地雷を埋設して道路閉塞する隊員

対
空
情
報
戦
闘
訓
練
に
参
加

目標（実機）に狙いを定める携帯ＳＡＭ

ネットワークカメラによる監視を行う隊員

徒歩行進する隊員

目標（実機）に狙いを定める短ＳＡＭ（目視追随）

徒歩行進する隊員

７０式機動支援橋の架設



第
１
偵
察
隊
は
５
月

24

日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
の
間
、

東
・
北
富
士
演
習
場
で
実
施

さ
れ
た
第
１
次
師
団
訓
練
検

閲
を
受
閲
し
た
。

隊
は
約

30
キ
ロ
の
徒
歩

行
進
に
引
き
続
き
、
電
子
偵

察
小
隊
は
松
本
地
区
（
生
地

を
含
む
）
に
展
開
、
３
個
偵

察
小
隊
は
北
富
士
・
東
富
士

演
習
場
一
帯
に
監
視
網
を
構

成
し
、
部
隊
の
進
出
状
況
及

び
攻
撃
要
領
を
解
明
し
て
師

団
の
作
戦
に
寄
与
し
、
今
年

度
末
に
予
定
す
る
改
編
前
最

後
の
検
閲
に
お
い
て
、
見
事

に
そ
の
任
務
を
完
遂
し
た
。

第
１
飛
行
隊
は
５
月

24

日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
の
間
、

北
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、

東
部
方
面
航
空
隊
Ｕ
Ｈ
―
１

Ｊ
３
機
、
東
部
方
面
航
空
隊

管
制
気
象
隊
３
名
の
支
援
を

受
け
、
第
３
回
飛
行
隊
訓
練

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
に
お
い
て
、
航
空

科
職
種
合
同
訓
練
と
し
て
方

面
航
空
隊
と
連
携
し
た
空
中

機
動
訓
練
、
対
抗
部
隊
と
し

て
の
飛
行
任
務
、
自
隊
訓
練

と
し
て
の
夜
間
飛
行
訓
練
の

三
つ
を
重
視
し
て
実
施
し
た
。

ま
た
、
対
抗
部
隊
と
し
て

の
任
務
の
う
ち
、
ヘ
リ
ボ
ン

作
戦
（
Ｍ
Ｓ
Ｒ
破
壊
）
に
つ

い
て
は
、
師
団
訓
練
検
閲
状

況
終
了
後
に
１
飛
と
し
て
状

況
を
継
続
し
、
第
４
対
戦
車

ヘ
リ
コ
プ
ー
隊
の
Ａ
Ｈ
ー
１

Ｓ
と
協
同
し
て
実
動
訓
練
と

し
て
実
施
し
た
。

本
訓
練
を
通
じ
、
職
種
内

外
と
の
協
同
連
携
し
た
任
務

遂
行
の
た
め
の
能
力
及
び
夜

間
任
務
遂
行
の
た
め
の
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来

た
。

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊
は

５
月

28
日
か
ら
６
月
３
日

の
間
、
練
馬
駐
屯
地
及
び
北

富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
第

２
回
隊
練
成
訓
練
を
実
施
し

た
。
こ
の
際
、
除
染
小
隊
訓

練
検
閲
を
併
せ
て
行
っ
た
。

本
訓
練
検
閲
は
、
除
染
小

隊
の
攻
撃
に
お
け
る
行
動
を

検
閲
課
目
と
し
て
、
訓
練
成

果
を
評
価
す
る
と
と
も
に
進

歩
向
上
を
図
っ
た
。

第
１
音
楽
隊
は
４
月

10
日

、

練

馬

駐

屯

地

体
育
館
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た

令
和

３

年
度
自

衛
官

候

補
生
課

程
入

隊

式
（
第

１
普

通

科
連
隊

）
に

お

い
て
音

楽
演

奏

を
実
施
し
た
。

隊
は

、
演

奏

を
通
じ

て
隊

員

の
士
気

の
高

揚

及
び
隊

員
家

族

の
自
衛

隊
に

対

す
る
信

頼
感

の

醸
成
に

資
す

る

と
と
も

に
、

円

滑
な
行

事
の

実

施
に
寄
与
し
た
。

頭 号 師 団 （４）第１９号

第
１
師
団
司
令
部
付
隊
は
５
月
24
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
の
間
、
東
富
士
演
習
場

及
び
北
富
士
演
習
場
に
お
い
て
、
師
団
が
実
施
し
た
訓
練
検
閲
に
司
令
部
勤
務
班

及
び
隊
本
部
の
要
員
１
１
４
名
を
も
っ
て
参
加
し
て
、
整
斉
・
円
滑
な
検
閲
統
裁

に
寄
与
し
た
。

徒歩行進する１偵

第
１
偵
察
隊

第
１
飛
行
隊

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

除染所の開設を準備する隊員

第１師団司令部付隊

第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲

第
３
回
飛
行
隊
訓
練
を
実
施

第
２
回
隊
練
成
訓
練
を
実
施

車両を除染する隊員

空中機動訓練

警
戒
監
視
中
の
隊
員

師団訓練検閲を統裁・管理支援

第
１
音
楽
隊

自
衛
官
候
補
生
課
程
入
隊
式
に
お
け
る
音
楽
演
奏

入
隊
式
に
伴
う
音
楽
演
奏

方面対空情報訓練に臨む隊員

松
本
地
区
に
展
開
す
る

電
子
偵
察
小
隊

特殊操作訓練

炊
事
を
実
施
す
る
隊
員

（
美
味
し
い
コ
ロ
ッ
ケ
で
し
た
）

隊
員
を
激
励
・
指
導
す
る

付
隊
長
（
写
真
中
央
）



師
団
は
４
月

19
日
（
練

馬

駐

屯

地

）

及

び

22

日

（
大
宮
駐
屯
地
）
、
令
和
２
年

度
隊
務
優
秀
部
隊
表
彰
を
実

施
し
た
。

本
表
彰
は
、
部
隊
の
士
気

高
揚
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
年
度
を
通
じ
て
各
部

隊
の
「
訓
練
等
」
「
服
務
等
」

「
検
査
」
の
３
分
野
を
総
合

評
価
す
る
も
の
で
、
今
回
は

第

32
普
通
科
連
隊
と
第
１

音
楽
隊
が
隊
務
優
秀
部
隊
と

な
っ
た
。

第
１
師
団
は
３
月

20
日
、

令
和
２
年
度
師
団
優
秀
隊
員

招
待
行
事
を
実
施
し
た
。

本
行
事
は
職
務
遂
行
、
教

育
訓
練
等
で
特
に
活
躍
し
、

師
団
の
隊
務
運
営
に
著
し
く

貢
献
し
た
隊
員
の
功
績
を
称

え
る
と
と
も
に
、
隊
員
を
支

え
て
き
た
家
族
に
対
し
て
感

謝
の
意
を
表
す
こ
と
を
目
的

と
し
、
優
秀
隊
員
及
び
そ
の

家
族
を
招
待
し
て
師
団
長
か

ら
表
彰
状
の
授
与
、
記
念
撮

影
を
行
っ
た
。

師
団
は
３
月
９
日
、
練
馬

駐
屯
地
に
お
い
て
令
和
２
年

度
師
団
広
報
写
真
展
示
会
の

表
彰
式
を
実
施
し
た
。

本
展
示
会
は
師
団
隷
下
部

隊
の
広
報
写
真
を
評
価
し
て
、

撮
影
技
術
の
向
上
と
隊
員
の

士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
審
査
に
つ
い
て

は
部
外
カ
メ
ラ
マ
ン
２
人
、

師
団
懇
話

会

市
川

会
長

、

師
団
長
、
副
師
団
長
、
幕
僚

長
及
び
師
団
最
先
任
上
級
曹

長
の
７
人
が
行
っ
た
。
結
果
、

第
１
普
通
科
連
隊
（
現
東
京

地
方
協
力
本
部
）
池
田
３
曹

が
新
隊
員
教
育
に
お
い
て
掩

体
を
構
築
す
る
新
隊
員
の
姿

を
撮
影
し
た
作
品
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。
審
査
し
た

部

外

カ

メ

ラ

マ

ン

か

ら

は

「
今
年
も
１
師
団
の
写
真
は

良
い
作
品
が
多
か
っ
た
で
す
。

カ
メ
ラ
マ
ン
の
気
持
ち
が
強

く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と
の

コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

（５）第１９号 頭 号 師 団

第
一
師
団
司
令
部
付
隊
先
任
上
級
曹
長
の
五
島
准
尉
で
す
。

一
師
付
は
、
師
団
司
令
部
機
能
の
屋
台
骨
を
支
え
る
部
隊

と
し
て
、
常
時
即
動
し
得
る
態
勢
を
保
持
し
つ
つ
、
司
令
部

の
た
め
に
管
理
、
補
給
整
備
、
輸
送
業
務
等
、
任
務
完
遂
を

目
標
と
し
て
、
部
隊
・
隊
員
の
練
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。
編

成
は
隊
本
部
・
司
令
部
勤
務
班
・
管
理
小
隊
・
車
両
小
隊
・

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
班
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
が
密

接
に
連
携
し
、
直
接
司
令
部
機
能
を
支
え
て
い
る
た
め
、
隊
員
個
々
に
お
い
て
も
規

律
厳
正
か
つ
模
範
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
緊
張
感
を
維
持
し
た

勤
務
環
境
に
お
い
て
、
自
ら
を
律
し
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
自
分
が
大
切
だ

と
思
う
こ
と
を
三
つ
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
「
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
」
で
す
。
隊
務
運
営
に
あ
た
っ
て
は
計
画
が

前
提
で
す
が
、
計
画
は
変
わ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
敵
に
遭
遇
し
た
場
合
、
敵
が
我

の
予
測
し
た
と
お
り
の
行
動
を
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
敵
の
状
況
に
応
じ
て
計
画

を
変
更
・
修
正
し
な
け
れ
ば
戦
い
に
は
勝
て
な
い
の
と
同
じ
で
、
変
化
し
た
事
象
に

ス
ピ
ー
ド
感
と
柔
軟
性
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
際
、
枝

葉
末
節
に
捉
わ
れ
て
安
易
な
判
断
を
し
な
い
よ
う
、
変
化
し
た
経
緯
や
理
由
な
ど
を

十
分
に
考
察
し
、
本
質
を
見
極
め
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

二
つ
目
は
「
効
率
性
を
考
え
る
こ
と
」
で
す
。
業
務
を
効
率
化
す
る
に
は
、
時
間

の
有
効
活
用
と
無
駄
を
省
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
必
要
最
低
限
な
暮
ら

し
を
す
る
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
効
率
的
な
業
務

を
す
る
上
で
、
省
い
て
良
い
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
省
く
も
の
は

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
省
い
て
は
い
け
な
い
も
の
は
「
仕
事
に
着
手
す
る
前
に

よ
く
考
え
る
」
「
関
係
す
る
人
と
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」
「
手
抜
き

を
し
な
い
」
で
す
。
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ス
や
二
度
手
間
が
減
り
、

効
率
よ
く
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
繁
雑
に
な
り
が
ち
な
業
務
で
は
、
思

い
悩
ん
で
時
間
を
使
う
よ
り
、
目
的
を
明
確
化
し
て
取
捨
選
択
し
、
自
分
の
ベ
ス
ト
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
た
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

三
つ
目
は
「
笑
う
こ
と
」
で
す
。
第
１
師
団
の
皆
さ
ん
な
ら
一
度
は
「
笑
う
犬
」

の
写
真
を
見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
は
あ
の
写
真
を
見
る
度
に
ほ
っ
こ
り
し

た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
職
場
に
お
い
て
も
笑
い
は
必
要
で
す
。
笑
い
が
な
い
職
場

は
思
い
遣
り
や
周
囲
へ
の
気
遣
い
が
な
い
と
も
捉
え
ら
れ
ま
す
。
我
々
は
戦
士
と
し

て
緊
張
感
を
保
つ
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
常
に
難
し
い
顔
を
し
て
い
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
は
、
マ
ス
ク
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
半
分
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
時
こ
そ
自
ら
笑
っ
て
「
笑
顔
」
を
伝
染
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
簡
単
な
こ
と
で
す
よ
ね
。
犬
も
笑
え
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
う
し
た

ら
き
っ
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
う
ま
く
い
く
と
思
い
ま
す
。

冒
頭
に
お
伝
え
し
た
と
お
り
、
複
雑
多
岐
に
渡
る
業
務
を
確
実
に
実
施
し
て
継
続

的
な
信
用
を
得
る
に
は
、
横
の
連
携
を
密
に
し
、
信
頼
関
係
と
団
結
を
強
化
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
先
任
上
級
曹
長
の
職
を
命
ぜ
ら
れ
て
い

る
重
責
を
深
く
肝
に
銘
じ
、
誇
り
と
謙
虚
さ
を
持
っ
て
准
曹
を
け
ん
引
し
て
、
引
き

続
き
全
力
で
任
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

敵情を処理する

情報処理システム班

令
和
２
年
度
隊
務
優
秀
部
隊

32
普
連
・
１
音
を
表
彰

表彰状授与式の様子

先任上級曹長

五島 聡

統裁部の食事を作る

管理小隊

准陸尉

観閲式にて運行する

車両小隊

行進訓練する

司令部勤務班

師
団
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
32
普
連
（
上
）
と
第
１
音
楽
隊
（
下
）

令和２年度師団優秀隊員を表彰

第
１
普
通
科
連
隊

上
田
２
曹

第
32
普
通
科
連
隊

木
村
曹
長

第
34
普
通
科
連
隊

福
田
２
曹

第
１
後
方
支
援
連
隊

木
須
２
曹

第
１
特
科
隊

小
林
１
曹

第
１
戦
車
大
隊

金
丸
１
曹

第
１
施
設
大
隊

髙
橋
２
曹

第
１
偵
察
隊

大
島
１
曹

第
１
特
殊
武
器
防
護
隊

佐
藤
１
曹

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

関
根
１
曹

最
優
秀
賞
は

１
普
連
池
田
３
曹

師
団
広
報
写
真
展
示
会
で
表
彰

◆
最
優
秀
賞

第
１
普
通
科
連
隊

池
田
３
曹

（
現
東
京
地
方
協
力
本
部
）

◆
優
秀
賞

第
32
普
通
科
連
隊

椚

３
曹

第
１
戦
車
大
隊

比
田
井
２
曹

◆
佳

作

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

佐
藤
２
曹

第
１
師
団
司
令
部
付
隊

角
田
３
曹

第
34
普
通
科
連
隊

廣
瀬
２
曹

◆
特
別
賞

第
１
後
方
支
援
連
隊

岡
田
２
曹

最
優
秀
賞

題
「
豪

快
」

業
務
改
善
提
案
４
級
表
彰

第１師団

司令部付隊

金子 恵理

Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｙ

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｏ
Ｆ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｙ
Ｅ
Ａ
Ｒ

２
０
２
０

第１師団

司令部付隊

２等陸曹

角田 圭

３等陸曹

奨
励
賞

受
賞

方
面
総
監
賞

第
２
２
３
期
陸
曹
上
級
課
程

◆
第
34
普
通
科
連
隊

１
等
陸
曹

佐
々
木

聡

第
１
３
８
期
陸
曹
候
補
生
課
程

◆
第
34
普
通
科
連
隊

陸
士
長

渡
来

彩
樹

第
98
期
陸
曹
候
補
生
課
程

◆
第
１
施
設
大
隊

陸
士
長

岡
本

明
日
香

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



頭 号 師 団 （６）第１９号

パ
パ
へ

い
つ
も
お
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

や
っ
ち
ゃ
ん
も
小
学
校
に
い
っ
て
お
友
達
と
一
緒
に
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
る
よ
。

お
休
み
の
日
は
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
自
転
車
乗
れ
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
よ
。
今
度
、
ま
た
温
泉
に
も
つ
れ
て
い
っ
て
ね
。

お
仕
事
、
気
を
付
け
て
が
ん
ば
っ
て
ね
。

や
す
ひ
さ

よ
り

ひ
さ
は
、
せ
ん
し
ゃ
に
乗
り
た
い
！

ひ
さ
や

よ
り

夫
と
は
第
１
０
６
期
衛

生
資
材
課
程
に
教
育
入
校

し
た
際
に
出
逢
い
、
一
目

惚
れ
を
し
、
遠
距
離
恋
愛

を
経
て
結
婚
致
し
ま
し
た
。

入
籍
後
も
お
互
い
任
地
は
別
々
で
あ
り
、
遠
距
離
で
の
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
先
ず
は
夫
婦
と
も

に
自
衛
官
と
し
て
、
自
分
自
身
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
第
一
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
衛
官
の
妻

と
し
て
、
近
く
で
夫
を
支
え
ら
れ
て
い
な
い
事
を
と
て
も
悔
し
く
思
い
ま
す
が
、
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

が
出
来
た
の
な
ら
、
愛
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
適
度
な
運
動
の
推
奨
及
び
良
質
な
睡
眠
の
実

行
の
監
督
に
、
日
々
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
疲
れ
を
溜
め
帰
宅
し
た
夫
が
ゆ
っ
く
り
休

め
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
と
、
家
族
全
員
が
笑
顔
で
お
帰
り
な
さ
い
♡
と
迎
え
、
時
に
は
す
れ
違
っ
た
気

持
ち
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
と
し
て

も
、
努
力
し
て
前
向
き
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
良
い
家
庭
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

為
に
も
、
自
衛
官
の
妻
と
し
て
、

夫
に
勝
る
強
靭
な
心
身
の
保
持
に

努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
次
第
で
す
。

【お知らせ】

開館時間は平日の９時から

１５時までです。

お申し込みは１週間前までに

ご連絡下さい。

退
官
者
紹
介

隊
員
家
族
紹
介

６
歳
と
３
歳
の
息
子
か
ら
父
へ

第
34
普
通
科
連
隊
本
部
管
理
中
隊

齋
藤
２
曹

長
男
・
次
男

次男の誕生日にて大好きなパパ

と記念写真

自
衛
官
と
妻
の
二
刀
流

第
１
施
設
大
隊
本
部
管
理
中
隊鈴

木
３
曹
（
妻
）

教育修了を記念して撮影

私
達
は
、
お
互
い
が
幼
い
頃
か
ら
活
動
し
て
き
た
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
出
会
い
、
お
付
き
合
い
３
年

目
に
結
婚
致
し
ま
し
た
。
部
隊
の
方
々
か
ら
の
「
仕
事
柄
、
不
安
や
心
配
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
と
思
う
が
、
理
解
し
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
言
葉
で
、
私
自
身
も
理
解
を
深
め
よ
う
と
予
備
自
衛
官

補
訓
練
へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。
兄
が
自
衛
官
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
衛
隊
の
こ
と
を
分
か
っ
て

い
る
つ
も
り
で
し
た
。
し
か
し
実
際
に
訓
練
を
や
っ
て
み
る
と
、
彼
の
努
力
や
仕
事
の
重
大
さ
等
、
身

を
も
っ
て
実
感
で
き
、
改
め
て
主
人
の
こ
と
を
尊
敬
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
主
人
の
半
年
間
の
教
育
入

校
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
彼
は
福
岡
、
住
ま
い
は
埼
玉
県
朝
霞
市
、
私
の
勤
務
先
が
千
葉
県
成
田
市

と
い
う
遠
距
離
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
生
活

に
な
り
ま
す
。
新
婚
早
々
に
正
念
場
を

迎
え
ま
す
が
、
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

「
ホ
ウ
・
レ
ン
・
ソ
ウ
」
と
二
人
三
脚

で
支
え
合
い
、
さ
ら
に
強
い
絆
を
持
っ

た
夫
婦
に
な
り
た
い
で
す
。
帰
っ
て
き

た
際
に
は
、
栄
養
満
点
の
食
事
と
明
る

い
笑
顔
で
迎
え
、
家
族
と
し
て
ど
ん
な

と
き
で
も
「
あ
な
た
の
一
番
の
味
方
」

で
い
る
決
意
で
す
。

新
婚
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
生
活
の
決
意

第
１
施
設
大
第
２
中
隊

木
村
曹
長

妻

結婚式場にて

ロケーション撮影

第
１
普
通
科
連
隊

第
32
普
通
科
連
隊

第
１
後
方
支
援
連
隊

第
１
中
隊

陸曹長

松尾 雅徳

本
部
管
理
中
隊

１等陸曹

鈴木 一弘

第
４
中
隊

宮下 亨

重
迫
撃
砲
中
隊

准陸尉

大根田 成史

第
２
整
備
大
隊

第
１
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

加藤 嘉勝

陸曹長

陸曹長

櫻井 卓郎

原口 正雄

准陸尉

陸曹長

春日 隆二

准陸尉

上野 真一

陸曹長

本
部
管
理
中
隊

第
２
中
隊

本
部
管
理
中
隊

第
３
中
隊

鳥首 義隆

３等陸尉

小笠原 弥

准陸尉

宮田 好郎

陸曹長

第
５
中
隊

山本 靖彦

准陸尉

第
34
普
通
科
連
隊山崎 一博

准陸尉

第
１
特
科
隊

新
着
任
部
隊
長
紹
介

第
１
戦
車
大
隊
長

２
等
陸
佐

德
永

真
司

第
１
通
信
大
隊
長

２
等
陸
佐

薬
師
神

隆
文


